
 

 

 

 

 

 

職員の懲戒処分について 

 

 

 

１．被処分者 

  加古川市立小学校 会計年度任用職員 39歳 女性 

 

２．処分内容 

  停職３箇月 

 

３．処分年月日 

  令和８年７月 31日 

 

４．非違行為の概要 

  当該職員は、令和８年６月 23日（火）に職場の同僚（以下「被害者」という。）

が自席の引き出しに入れていた鞄を物色し、財布から現金を窃取した。同日、被

害者が鞄や財布の状況に違和感を覚え、学校管理職へ相談し、翌日に加古川警察

へ被害届を提出した。 

  その後、警察により捜査が行われ、学校職員への聴き取りにおいて、当該職員

は被害者の財布から現金を窃取したことを自供した。 

このことは、公務に対する信用を著しく傷つける行為として地方公務員法第 33

条に違反するとともに、全体の奉仕者たるにふさわしくない非行である。 

よって、地方公務員法第 29 条第１項第１号及び第３号の規定に基づき、懲戒

処分として停職３箇月とした。 

 

 

令 和 ８ 年 ８ 月 2 0日 

福祉教育常任委員会資料 

教育総務部教育総務課 

 


